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研究成果の概要： 
 
 本研究では、日本国内の大学ならびに研究機関の図書館が所蔵する英国初期刊本（1473-1600）
に関して、所蔵情報の収集と書誌学的調査を行った。この結果、国内には 220点以上もの英国
初期刊本が所蔵されていることが、初めて明らかとなった。また各蔵書について実際に調査を

行い、書物の著者名、タイトル、出版情報、さらには各コピーに特徴的な製本、書き込み、来

歴の有無などの情報を記録し、本邦所在の英国初期刊本目録制作の基盤を整備した。 
 
 
交付額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 
2007年度 960,000 0 960,000 

2008年度 990,000 297,000 1,287,000 

総 計 1,950,000 297,000 2,247,000 

 
 
研究分野：人文学 
科研費の分科・細目：ヨーロッパ語系文学 
キーワード：英米文学、書誌学、初期印刷本、蔵書目録、ESTC 
 
１．研究開始当初の背景 
 
 20世紀後半に、フランスのアナール派が提
唱した書物史の分野が発展すると、文学作品
研究においても、作品の成立過程だけでなく、
書物という物理的コンテクスト、作品受容の
文化的・社会コンテクストまで織り込んだ解
釈が求められるようになった。こうした研究
動向を踏まえて、近年、中世英文学の分野に
おいても、作品が写本から印刷本へどのよう
に継承され、読まれてきたのか、テクストの
受容や伝播の問題について、書物の物質的側
面や書き込みなどから探る研究が盛んとな
っている。 

 書物を中心とする研究には一次資料の所
在の把握が必須であるが、各図書館が刊行す
る蔵書目録、オンライン・カタログ、またイ
ギリスで出版された初期印刷本の場合、通称
STC と称される書誌目録  (A Short Title 
Catalogue of Books Printed in England, 
Scotland, and Ireland, and of English Book 
Printed abroad 1475–1640, 2nd edn, 
London, 1976–1991) などが、基本文献とし
て使われている。さらにデジタル化の発展と
ともに、各図書館の貴重書の所蔵情報の開示
は国際的なレベルで急速に進みつつある。例
えば大英図書館が、STCなどの情報を統合す
る形で 2007 年に公開を開始した English 
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Short Title Catalogue (ESTC 
<http://estc.bl.uk/F/?func=file&file_name=l
ogin-bl-list>) は、1473 年から 1800 年まで
にイギリス市場向けに印刷された書物を対
象としたオンラインデータベースで、書誌情
報だけでなく各国の図書館の所蔵情報をも
提供する。 
 この ESTCの所蔵館情報は、既刊の蔵書目
録や図書館からの報告をもとに更新が行わ
れている。しかしながら ESTCには日本の図
書館の所蔵情報はほとんど登録されていな
い。高度経済成長期の 1970～80 年代には、
国内の大学図書館、研究機関は歴史的価値の
高い洋書稀覯書を数多く収蔵したにも関わ
らず、その内容を専門的にかつ体系的に調べ、
開示する研究は、15世紀刊本と中世フランス
写本を対象としたもの以外には、これまでほ
とんど取り組まれてこなかった。このためイ
ギリス関連の貴重書に関しても、どのような
本が何処にどれだけあるのかが分からない
状態であり、日本においても可能である英国
初期刊本の調査を遂行するのが、きわめて困
難な状況にあった。 
 以上のような状況を受けて、筆者は国内所
在の英国初期刊本の調査を実施し、その研究
環境の整備をすることに意義を感じ、本研究
を開始した次第である。 
 
 
２．研究の目的 
 
 日本国内の諸大学・研究機関の図書館

には、数多くの和漢洋の貴重書が所蔵さ

れている。こうした貴重書の書誌学的な

調査と整備には高度の専門的な知識を要

するが、日本の図書館では西洋書誌学の

専門家の養成が立ち後れている。このた

め欧米の図書館に比すると、国内にある

洋書貴重書は整備が進んでおらず、所蔵

情報も公開されていないことが少なくな

い。 
 このような現状を打開するために、本

研究では、日本国内における英国初期印

刷本の所在調査と各書物の書誌学的記述

を行い、中世イギリス文学と書物史にお

ける一次資料研究の環境整備を目的とす

る。 
調査対象は、イギリスに印刷術が導入され
た 1470 年代前半から 16 世紀末までの間に、
イギリス国内で出版された印刷本、ならびに
イギリス国外でイギリスの市場向けに出版
された英語作品である。 
これらの資料を所蔵する図書館の所蔵調
査を行い、さらに現地に実際に赴き、蔵書内
容について書誌学的な情報を調査し、論文や
目録の形で発表することで、日本にある一次

資料に関する情報の公開と刊本研究の発展
の促進を目指す。 
 
 
３．研究の方法 
 
 本課題研究では、日本国内の図書館が所蔵
するイギリス関連の初期刊本の所在調査を
行った。この調査をより効果的に遂行するた
めに、次のような手順を踏んだ。 
(1) 国内の大学図書館や研究機関の蔵書内
容に関する情報収集を行う。具体的には、
既刊の蔵書・書誌目録、貴重書展の目録、
各図書館のホームページやOPAC等を調
べ、英国初期刊本を所蔵する図書館の簡
易リストを作成した。また所蔵の見込ま
れる図書館等に、所蔵について問い合わ
せた。これにより貴重書の有無について
の情報だけでなく、関連資料などの提供
を受けることも多々あった。 

(2) (1)で所在の確認ができたものに関して、
原物調査を行う前に、英国刊本書誌の国
際標準である ESTC などの専門的な書
誌目録で内容を調べたり、英国初期刊本
の複製画像（ Early English Books 
Online提供）などを利用して版の調査の
ための資料を整えた。 

(3) 調査の準備が整った段階で、資料を所蔵
する図書館に閲覧の予約を取った。国会
国立図書館や国立大学などは個人が直
接図書館に閲覧を申し込むことができ
るが、多くの場合は所属図書館を通して
の申請が必要である。そうしたやり取り
には時間を要するため、図書館訪問を計
画的に進める必要があった。実際の調査
では、ESTCの記述に基づき、各書物の
著者名、内容、出版情報など基本的な書
誌情報を調べ、版の同定を行った。さら
に製本や書き込みなど、各コピーに固有
の特徴を記録していった。 

(4) 原物の調査後、調査内容を整理し、疑問
点や再調査の必要な箇所を確認した。こ
れに基づき、必要に応じて再調査を行っ
た。また対象資料に関する研究論文など
の 2次資料を集め、資料に関する理解を
深めた。なお調査の結果は、ファイルメ
ーカーを使ってまとめ、目録制作の下準
備を行った。 

(5) 研究対象の特性から、国内の資料だけで
は十分に対応できないこともあった。そ
の場合は、長期休暇を利用してロンドン
を中心とした海外図書館での調査も行
った。またイギリスの大英図書館やアメ
リカのハンティントン図書館など、この
分野で権威のある欧米の図書館の貴重
書室担当者とも連絡を密に取り、情報提
供や本研究へのフィードバックを受け



 

 

るようにした。 
(6) 書誌情報等が正確に得られた蔵書に関
して、論文執筆を行い成果発表に努めた。  

 
 
４．研究成果 
 
(1) 研究成果とその意義 
 上述の研究の背景や目的でも述べたよう
に、日本国内の図書館が所蔵する英国初期刊
本の所在情報について体系的にまとめたも
のは存在しない。このため、まずこの情報収
集が本研究の基盤となる重要なものであっ
た。研究を始めた段階では、国内の所蔵数は
100点余程度であるという推測的情報を関係
者から得ていた。しかしながら、上述のよう
にさまざまな手段を用いてこの予備調査を
進めていったところ、現時点では少なくとも
220点が国内の図書館に所蔵されていること
が分かってきた。これまで日本にどれだけの
数の初期英国刊本が日本国内に所蔵されて
いるのかさえまったく知られていなかった
ことを考えると、本研究によってその規模や
全体像が初めて明らかになったと言える。 
 これらの国内所蔵本の内、本研究期間内に
おいて実際に所蔵本を調べたのは、以下の図
書館である。（カッコ内は調査したコピー数
を示す。） 
① 2007年度:  
慶應義塾図書館（45 点）、神戸学院大学
有瀬図書館（1点）、関西学院大学図書館
（5点）、関西大学図書館（2点）、同志社
大学文学部（2点）、京都大学附属図書館
（1点）、京都大学経済学部図書室（2点）、
京都産業大学図書館（2点）、京都外国語
大学附属図書館（7点）、国際日本文化研
究センター（2点）。 

② 2008年度: 
日本福祉大学附属図書館（1点）、広島経
済大学図書館（6点）、成城大学図書館（4
点）、明治大学図書館（1 点）、筑波大学
附属図書館（5点）、上越教育大学附属図
書館（1点）、東北学院大学図書館（6点）、
九州大学附属図書館（2点）、東京大学附
属図書館（28点）。 
こうした調査内容に基づき、筆者の所属す
る研究機関所蔵本については目録一覧を論
文の形で公表している。さらに、所属機関の
図書館の所蔵本を用いて貴重書展示会を開
催し、研究者のみならず、西洋貴重書と馴染
みのない学生や一般の人にも、その魅力を伝
えるべく努めた。ここで展示した書物につい
ては詳しい解題を用意し、後日それを紀要論
文としてまとめた。 
 
(2) 今後の展望 
全国には 700以上の大学図書館がある (上

田修一「大学図書館 OPAC の動向」 
<http://www.slis.keio.ac.jp/~ueda/libwww/li
bwwwstat.html>)。また本研究期間では対象
から外した個人蔵書にも、英国初期刊本が少
なからずあると思われる。このため日本国内
にあるコピーをすべて網羅するような調査
は現実的にはきわめて難しい。しかし今回初
めて行った所在調査により、英国初期刊本調
査の基盤は確立されたと言えるであろう。 
本研究によって得られた重要な成果とし
て、書物研究を介した人的交流についても言
及したい。貴重書の調査には、対象とする資
料の文学、言語、社会的背景、書誌学や目録
作成の基礎知識といった専門性だけでなく、
訪問図書館側の調査への理解、情報提供者、
調査協力者の存在などがきわめて重要とな
ってくる。本研究を遂行するにあたり、所属
大学の図書館はもとより、他大学の図書館員、
研究者、古書店関係者から、様々な形で支援
を受けた。また海外では大英図書館の初期刊
本部長、ESTC担当者、またアメリカのハン
ティントン図書館スタッフとも学術的交流
や親交を深めるきっかけとなった。今後はこ
のネットワークを生かして、日本国内におけ
る西洋貴重書研究の国際的レベルでの発展
を目指すべく、引き続き英国初期刊本を中心
とした国内の所在調査研究を進めていきた
い。 
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